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研究主題 

基礎的な学力の定着と主体的に学習に取り組む生徒の育成 

～ 学習に対する自己肯定感の向上と ICT の効果的な活用を目指して～ 

研究主題 

基礎的な学力の定着を図る授業の工夫改善 

～ICT の効果的な活用を目指して～ 



  

１ 単元名 資料の活用（1 年） 

 

 

２ 単元について 

小学校で，棒グラフ，折れ線グラフ，円グラフ及び帯グラフを学習し，度数分布を表やグラフに表

したり，資料の平均や散らばりを調べるなどの活動を通して，統計的に考察したり表現したりしてき

ている。また，第５学年では，測定値の平均について学習し，第６学年では資料の平均を基に統計的

に考察したり表現したりすることを学習している。 

中学校第１学年では，これらの学習の上に立って，資料を収集，整理する場合には，目的に応じ 

て適切で能率的な資料の集め方や，合理的な処理の仕方が重要であることを理解できるようにする。

さらに，ヒストグラムや代表値などについて理解しそれらを用いて資料の傾向をとらえ説明すること

を通して，資料の傾向を読み取ることができるようにする。 

また、本単元では，従来の資料を整理することだけではなく，活用を重視することが求められると

考える。単に資料からわかる情報を収集するだけでなく，階級の幅を変えた分布表を作るなど， 1 

つのものを様々な角度から比較検討することにより，資料の傾向を読み取るよう指導していきた

い。このような経験が資料を自分で収集して整理し，活用していくことへの基礎となり，数学的な活

動につながってくると考える。 

 

３ 生徒の実態 

（１）調査結果の分析 

 

（２）授業展開学級について 

 

 

４ 単元の目標 

（１） データの分布と確率についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数理的に捉

えたり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

（２） データの分布に着目し、その傾向を読み取り批判的に考察して判断したり、不確定な事象の起こりやすさに

ついて考察したりし表現することができる。 

（３） データの活用と確率について、数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え、数学を生活や学

習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。 

 

 

５ 単元の評価基準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①度数分布表やヒストグラム、範
囲や累積度数の必要性と意味
を理解している。 

②コンピュータなどの情報手段
を用いるなどしてデータを表
やヒストグラムなどに整理す
ることができる。 

③課題を解決するために、ヒスト
グラムや代表値、相対度数など
をどのように用いればよ 
いかを理解している。 

①目的に応じてデータを収集
する方法や、それらを分類・整
理したり、分析したりする方
法について考察し表現する
ことができる。 

②ヒストグラムなどをもとに
して、データの分布の特徴
や傾向を読み取り、批判的
に考察し判断することがで
きる。 

①ヒストグラムや相対度数など
の必要性と意味を考えようと
している。 

②データの活用のしかたについ
て学んだことを生活や学習に
いかそうとしている。 

③ヒストグラムや相対度数など
を活用した問題解決の過程を
ふり返って検討しようとした
り，多面的に捉え考えようと 
したりしている。 



  

６ 指導と評価の計画 

単元指導及び評価計画「データの活用」 12 時間 ◎：記録に残す評価 

時 
小単元

名 

〇学習問題（学習課題） ・学習内容

波線下線…一人一人を生かす数学的活動 

評価の観点 主たる評価 

[観点](評価方法) 知 思 態 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒスト

グラム

と相対

度数 

〇データを活用して問題を解決しよう。 

紙ふぶきのリボンのデータを使って、最大値・最小

値・範囲・度数分布表を学ぶ。 

 

◎ 

  

〇 

[知]範囲や度数分布

表などの必要性と

意味を理解したか 

 

２ 

〇表のデータをグラフにまとめよう。 

度数分布表をヒストグラムにかき、ヒストグラムに関

する用語を学ぶ。 

 

◎ 

 

〇 

 [知] 度数分布表から 

ヒストグラムをか

けたか。 

 

３

本

時 

○ヒストグラムを工夫して、データを比較しよう。

ヒストグラムを使って、データの比較の仕方を考

え、階級の幅を変えて小グループで共有する。 

  

 

◎ 

 

 

◎ 

[思] ヒストグラムを

もとにデータを比

較したか。 

[態] 階級の幅を自分 

で考えようとしたか。 

 

４ 

○グラフで比較しやすくする方法を学ぼう。 

前時のヒストグラムを使い、度数分布多角形をかいて

読み取れる特徴をまとめ、全体で共有する。 
 

  

◎ 

 

〇 

[思]度数分布表を比

較して、まとめたか。 

 

５ 

○データの特徴的な値をデータから考えよう。 

代表値として、平均値や最頻値、中央値を理解し、

度数分布表から階級値を読み取る。 

 

◎ 

  

〇 

[知]代表値を理解し

たか。 

 

６ 

○全体の度数が違うデータの比べ方を学ぼう。

相対度数・累積相対度数について学ぶ。 

 

〇 

  

◎ 

[態]度数の違うデー

タを比較する方法

を 

考えようとしたか 

 

７ 

○相対度数をグラフにまとめデータを比較しよう。 

相対度数を度数分布多角形にまとめ、データを比較

し、その結果を小グループで共有する。 
 

 

〇 

 

◎ 

 [思]相対度数を使っ 

て、データを比較し結

論を出したか。 

 

８ 

○整理されたデータから読み取ろう。 

度数分布表やヒストグラムから分布の様子を読み

取り、平均値などの求め方を学ぶ。 

 

◎ 

  

〇 

[知]データから分布

の様子を読み取れ

た 

か。 

 

９ 

 

 

 

データ

にもと

づく確

率 

○ことがらの起こりやすさを調べよう。 

実際にサイコロを振る実験をして、それを小グループ

で協力しながら、表とグラフにまとめよう。 
 

 

〇 

  

◎ 

[態]データを積極的

に収集しまとめよ

う 

としたか。 
 ○実験結果をみて、確率のしくみを理解しよう。

全体で実験結果を共有して、確率について学ぶ。 

 

〇 

 

◎ 

 [思]整理されたデー

タを考察し判断す

る 

ことができたか。 

 

10 

○実験を行うことができないことの確率を求め、予想

してみよう。 

出生率を電卓で実際に求める。そしてデータをもと 

に自分で未来を予想してみる。 

 

 

◎ 

 

〇 

[思]データをもとに

洋装や考察ができ

たか。 

 

12 

 ○章末問題を解こう 

周りと協力しながら問題をとく。

章のまとめをする。 

 

〇 

 

〇 

 

◎ 

[態]自分で解こうと

しているか。 



  

７ 本時(第 3 時)について 

（１） 本時の目標 

① ヒストグラムをみて，データを比較し説明することができる。【思考力、判断力、表現力等】 

② 自らグラフをかき、しっかり比較しようとすることができる。【学びに向かう力、人間性等】 

 

（２） 本時の展開 

過程 生徒の学習内容と活動 

波線下線部…一人一人を生かす数学的活動 

教師の指導・留意点 

◎指導や支援 ◆評価(評価方法) 

準備 

5 分 

・GIGA タブを開き、電子教科書を出す。 

 

・授業の復習を行う。 

度数分布表、ヒストグラム 

 

・表や最大値などから、（ア）（イ）どちらが紙

ふぶきとしていいか考える 

【予想される生徒の反応】 

「（イ）の方がよい。」 

 

◎教科書 P224、前回のノートを使って度数

分布表やヒストグラムについて復習する。 

 

・今日取り組む課題の説明をする 

 

 

・問題を提示するときに、表からわかることも

多いが、もっと見た目で分かるようにしたいこと

を伝える。 

 ［学習課題］ヒストグラムを工夫して、データをしっかり比較してみよう。  

  

展開 

15 分 

・電子教科書 P225 の「階級の幅を変えて考え

てみよう」を」クリックしてヒストグラムを開く 

◎0.05 0.1 0.2 ～ 0.9 1.0 2.0 の 

調整を画面で見せる 

 
「（イ）の方の滞空時間が長い」と説明したい場合、どの幅のグラフがいいだろう 

 

・小グループで、階級の幅を変えたヒストグラム

をみて、共有する。 

 

 

 

・全員が意見を出し合い、新たな意見をプリン

トにまとめ、振り返る。 

【予想される生徒の反応】 

「細かい方が見やすい」 

「0.4 ぐらいがちょうどいい」 

◎プリントを配付する。 

◎画面を見せながら、各自で考えさせ自分の意

見を決める。その後、小グループで意見を共有

させる。 

◎意見がでなければ、どれが見やすいかぐらい

で考えさせる。 

 

◆自分の意見を考えられるか。（プリント） 

◆発表することができるか。わからないことを

聞けるか。（観察）【思考・判断・表現】 

比 較  

検討 

15 分 

・（イ）の対空時間のヒストグラムを、小グル

ープで協力して階級の幅ごとのプリント

に書いてみる。 

 

 

・ヒストグラムをかきおわったら、どれが一番比

較しやすいグラフか考え、小グループで共有

する 

◎階級の幅の違うプリントを班に配付する 

（幅 0.1 0.3 0.4 0.7 1.0 のプリント） 

 

◎班でうまく分担してヒストグラムをかくよ

うに促す。 

◆ 積極的に協力して、ヒストグラムをかくこと

ができているか。（観察）【主体的に学習に取

り組む態度】 



  

 

まとめ 

15 分 

・全体で、グループごとの意見を発表する。 

 

・今日、学んだことを確認する。 

 

 

○ データをまとめると、考えがわかりやすくな

ること、いろいろな考え方ができることの大切

さに触れる。 

 
まとめ ・ヒストグラムは、階級の幅でデータの見え方が変わる。 

・データを比較するときは、階級の幅を比較しやすいように変える必

要がある 

 

６ 本時の学習を振り返る。（まとめ、疑問

点など） 

◎次の時間に、今日かいたヒストグラムを実際

に比較して確認することを伝える。 

◆自分なりに振り返りができているか。（自己

評価）【主体的に学習に取り組む態度】 

（３） 評価 

① ヒストグラムをみて、データを比較し説明することができたか。【思考・判断・表現】 

② 自らグラフをかき、しっかり比較しようとすることができたか。【主体的に学習に取り組む態度】 

 

評価基準 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

A 

ヒストグラムを使って、比較したデータを

自分なりの工夫をして結論を出し、そ

の理由を説明することができた 

か。 

ヒストグラムを使って、データを自分の考え

で比較しようとし、自ら学びを深めていこう

とする姿勢が見られたか。 

B 
ヒストグラムを使って、比較したデータ

から結論を出すことができたか。 

ヒストグラムを使って、データを自分の考

えで比較しようとしていたか。 

 

（４） 板書計画 

 

（５） 参考文献 

・中学校学習指導要領解説 数学編（文部科学省） 

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校数学（国立教育政策研究所） 

・未来へひろがる数学１ 指導書 第 2 部詳説 別冊 1 指導研究編（啓林館） 

・未来へひろがる数学１ 指導書 第 2 部詳説 別冊 2 コピー資料集（啓林館

＜班での意見＞ 

＜どの幅がいいか？＞ 
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まとめ 

【学習課題】 

ヒストグラムを工夫して、データをしっかり比較してみよう。 



 

 

 

階級の幅をかえて考えよう   1 年 組氏名  

「（イ）の方の滞空時間が長い」と説明したい場合、どの幅のグラフがい

いだろうか？ 

自分の考え 
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階級の幅 

＜理由＞ 

階級の幅 

＜理由＞ 

＜他の班の良かったと思った意見＞ 

 


